
積雪寒冷都市において地区エネルギーと雪処理エネルギーを考慮した都市空間像の開発

積雪寒冷都市における都市デザイン その９	

低炭素都市　都市デザインプロセス　地区エネルギー評価

積雪寒冷都市　風雪シミュレーション　雪処理エネルギー　

The Development to Urban Design Based on The Micro Grid Energy in Winter Cities
The Urban Design on the Winter Cities #9 TAKANASHI Jun,et al

正会員　 ○高梨　潤   *

　同       瀬戸口　剛 **

　同　　　 堤　拓哉   ***

　同　　　 松山　倫之 ****

4. 更新パターンの評価・比較 [地区 Eについて ]( 図１)

4-1. Ⅰ個別開発とⅡ一体開発の比較

　Ⅱ一体開発は、【C: エネルギー】[c2 地区 E] 建物の共同

化によって熱負荷の大きい宿泊の割合が増加するため、年

間負荷、消費量共に増加する。[c3 年間 E] 地区 E が大き

いため、地区 E の比較に準じる。[c4 効率性 ] 排熱利用が

可能な宿泊が多く複合化されたため、効率性が高い。

4-2. ⅳ屋外 OS 型とⅴ高層アトリウム型の比較

　ⅴ高層アトリウム型は、【C: エネルギー】[c2 地区 E] 熱

負荷の大きい宿泊がより増加するため、年間負荷、消費量

共に増加する。[c3 年間 E] 雪処理 E と地区 E の比較に準

じる。[c4 効率性 ] 建物をより共同化したことで、排熱利

用が可能な宿泊がより多く複合化され、効率性が高い。

4-3. ⅰ現況更新型とⅱ壁面統一型の比較

　ⅱ壁面統一型は、【C: エネルギー】[c2 地区 E] 熱負荷の

大きな宿泊が複合化されているため、年間負荷、消費量共

に増加する。[c4 効率性 ] 排熱利用の可能な宿泊が複合化

されたため、効率性が高い。

4-4. ⅰ現況更新型とⅲ上層 SB 型の比較

　【C: エネルギー】大きな差は見られない。

4-5. ⅱ壁面統一型とⅲ上層 SB 型の比較

　ⅲ上層 SB 型は、【C: エネルギー】[c2 地区 E] 複合化し

ないため、年間負荷、消費量共に減少する。[c3 年間 E]

雪処理 Eと地区 Eの比較に準じる。[c4 効率性 ]上層を SB

したことで基準階面積が縮小し、排熱利用が可能な宿泊が

多く複合化できず、効率性が低い。

5. 積雪寒冷都市において雪処理 E と地区 E を考慮した都

市空間像

　札幌市都心部では、雪処理 Eは、地区で消費する Eに対

して、8.7% 〜 11.3% と大きいため、雪処理 Eと地区 Eを鑑

1. 研究の背景

　地球環境問題を背景に建築都市分野では、地区や街区な

どのエリア総体で、エネルギー消費を低減する都市空間像

が求められている。しかし、現行の都市デザインは、用途

の決定が先行し形態の検討が後回しになっているため、用

途に起因する地区エネルギー（以下地区 E）と形態に起因

する都市空間の整合がとれていない。用途と形態を並列に

検討し、エネルギーを考慮した都市空間像が必要である。

　また、積雪寒冷都市では、冬季の雪処理エネルギー (以

下雪処理 E) が膨大で、雪処理 E を考慮した都市空間が必

要である。特に都心部では、ﾛ−ﾄﾞﾋ – ﾃｨﾝｸﾞや建物の高容積

化・高度利用化により、雪処理 E、地区 E ともに膨大で、

地域冷暖房等のエネルギーの面的利用により雪処理 Eと地

区 Eの低減に取り組んでいる。しかし、都市空間像と連動

したものはなく、エネルギーを考慮した適切な空間像が求

められる。

2. 研究の目的と方法

　本論では、積雪寒冷都市における都市デザインに、環境・

エネルギーの視点を組み込み、マイクログリッドによる雪

処理 Eと地区 Eを考慮した都市空間像を開発することを目

的とする。前編
1) 同様、積雪寒冷都市の中でも積雪が多く、

人口密度が高い札幌市都心部で、地域冷暖房がなされてい

る４街区を対象とした。

　前編では、ⅰ）札幌都心街区における更新パターンを決

定し、ⅱ）風雪ｼﾐｭﾚーｼｮﾝとその環境・エネルギー評価を

行い、ⅲ )ⅱ )の評価結果より、積雪寒冷都市都心再開発

の空間像とデザインガイドラインを導いた。

　本編では、①雪処理 Eと地区 Eの評価を行うためⅱ )の

評価視点に地区エネルギーの視点を加え、②ⅰ )の更新パ

ターン(詳細は図3-A)に対してエネルギーシミュレーショ

ンを行う。③②の結果に対して環境・エネルギー評価を行

い、④③積雪寒冷都市におけるエネルギーを考慮した適切

な都市空間像を導き、⑤エネルギーと都市空間像を一体的

に検討する都市デザインプロセスを考察する。

3. 評価視点と評価方法

　街区空間の評価視点は、前編の評価視点に地区 Eの視点

(C:エネルギー(表１))を加えた、A:アーバンデザイン、B:

歩行空間の快適性、C: エネルギ―(c1 雪処理 E、c2 地区 E、

c3 年間エネルギー (以下年間 E)、c4 効率性、c5 地区で消

費する Eに占める雪処理 Eの割合 (以下 E比較 )) とした。

風雪シミュレーションは前稿と同様であり、エネルギーシ

ミュレーションは、参考資料 2) より年間負荷、月別代表

日の時刻別負荷を明らかにし、一次エネルギーの値は、月

別代表日の時刻別負荷の値から、CGS 評価プログラム 3) を

用いて算出した。

表１　地区 E評価の概要
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みた都市デザインを行ことが重要である。(図 1-c5) 以下、

本論より得られた、エネルギーを考慮した都市空間像を導

くガイドラインを述べる。

①敷地を統合し建物を共同化することは、1) 基準階面積

を大きく確保でき、用途複合化を進めることができ、CGS

に基づく地区のエネルギー効率性が向上するため有効であ

る。(4-1) また、2) 壁面後退で街路空間を大幅に拡幅でき、

吹き払いにより積雪量が減少するため、積雪寒冷都市にお

ける雪処理 E低減としても有効である。(4-1)

②建物を高層化することは、吹き下ろしの風が強くなるり、

歩行環境が悪化し雪処理 Eも増大し、望ましくない。(4-2)

③個別開発の場合、協調化して上層部を SB させることは、

1) 風上側では、低層部が上層部からの逆流を防ぎ吹き払

いが小さくり、風下側では、上層部から吹き下ろされた雪

が低層屋上に積もるため街路空間の積雪量が減少し、雪処

理 E を低減するため有効である。しかし、2) 基準階面積

を縮小させ複合化を抑制するため、敷地が狭小に細分化さ

れた街区においては望ましくない。(4-3,4,5)

6. エネルギーと都市空間像を一体的に検討する都市デザ

インプロセスの考察 (図２)

　環境・エネルギーの視点を組み込み、雪処理 E、地区 E

を考慮した都市空間像が開発できた。以下のプロセスで都

市デザインを行うことが重要である。

(1) 地域の課題等を踏まえ、地区・街区空間における開発・

更新の方向性と検討項目を抽出し、建物のボリューム、用

途配置を並行して検討し、更新パターンを決定する。

(2) 検討項目を検証するため、更新パターンに対して、環

境・エネルギーのシミュレーションを行う。

(3)(2) のシミュレーション結果を用い、検討項目に対し

てそれぞれの更新パターンの評価を行う。

(4)(3) の評価結果より、当該敷地における環境・エネル

ギーに配慮した望ましい空間像を実現するためのガイドラ

インを明らかにし、それをさらに詳細の街区デザイン、ま

たは、建築ﾎﾞﾘｭーﾑの計画にﾌｨーﾄﾞﾊﾞｯｸし検討を進める。
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図１　更新パターン評価図

図２　都市空間像とエネルギー評価が連動した都市デザインプロセス

エネルギーと都市空間像を一体的に検討する都市デザインプロセス

建築

地区
・
街区

都市
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